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西
川
市
長
の
ま
さ
に
一
言
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月
26
日
㈭
　

午
後
４
時
〜
４
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ナ
ナ
カ
マ
ド
や
イ
チ
ョ
ウ
の

葉
も
色
づ
き
、
店
頭
に
新
米
や

地
元
産
の
果
物
な
ど
を
見
掛
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
実
り

の
秋
を
感
じ
な
が
ら
、
四
季
の

移
り
変
わ
り
を
身
近
に
味
わ
え

る
こ
と
も
、
旭
川
の
魅
力
の
１

つ
と
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　
旭
川
は
雄
大
な
大
雪
の
山
々

を
望
み
、
多
く
の

川
が
流
れ
る
豊
か

な
自
然
環
境
の
も

と
、
医
療
機
関
や

商
業
施
設
、
交
通

網
な
ど
の
都
市
機

能
を
バ
ラ
ン
ス
良

く
兼
ね
備
え
て
お

り
、
新
た
な
生
活

を
求
め
る
道
外
の
方
か
ら
の
移

住
相
談
も
増
え
て
い
ま
す
。
本

市
で
は
、
地
域
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
移
住
・
定
住
に
向
け
た

取
組
み
と
し
て
、
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
窓
口
の
設
置
や
体
験
事
業
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
移
住

者
が
安
定
し
た
生
活
を
送
る
た

め
に
は
「
仕
事
」
の
確
保
が
不

可
欠
で
す
。

　
移
住
者
を
は

じ
め
、
よ
り
多

く
の
方
々
の
働

く
場
を
創
出
す

る
た
め
、
農
業

や
も
の
づ
く
り

な
ど
の
産
業
振

興
は
も
と
よ
り
、

企
業
誘
致
や
起
業
支
援
の
取
組

み
も
継
続
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
役
所
で
は
平
成
27

年
度
か
ら「
地
方
創
生
特
別
枠
」

と
し
て
道
外
在
住
者
限
定
の
職

員
採
用
試
験
を
行
い
、
移
住
者

の
視
点
を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か

す
取
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
雇
用
の
確
保

や
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努

め
、
本
市
の
魅
力
が
さ
ら
に
高

ま
る
よ
う
、
オ
ー
ル
旭
川
で
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
西
川
　将
人

旭
川
の
魅
力
を
高
め
る
た
め

オ
ー
ル
旭
川
で
取
り
組
み
ま
す

　彫刻美術館（春光５の７）は、旭川ゆかりの彫刻家
・中原悌二郎を記念した彫刻専門の美術館です。建物
は、明治35年に建てられ、国の重要文化財である旧旭
川偕行社。老朽化や耐震性強化のため、平成24年から
休館していましたが、10月８日に再オープンしました。
　見所１・旧旭川偕行社
　レンガ積みの煙突、階段室や窓周りに趣向を凝らし
たこの建物は、かつて旧陸軍第７師団の将校が、集会
所・社交場として利用していました。内・外観共に当

時の姿を再現しています。また、旧旭川偕行
社の歴史や貴重な資料を展示する資料室が新
たに設置されました。
　見所２・貴重な彫刻作品
　中原悌二郎の作品の他、彼に影響を与えた
ロダンや荻原守衛の作品、国内彫刻界におけ
る最高栄誉と評される中原悌二郎賞のこれま
での受賞作品を展示しています。

彫刻美術館が再オープン！
５年に及ぶ改修工事が終了

夜間・休日等の当番医は
北海道救急医療情報案内センター

旭川市医師会
携帯版

一般電話からはフリーダイヤル
0120・20・8699
011・221・8699

携帯電話からは

　テレビ
●マイタウンあさひかわ
（手話通訳付き）ＨＢＣ
10月22日㈰　
午前６時30分～45分　
「移住して開店しました（仮題）」
●旭川市民ニュース　ＳＴＶ
毎週土曜日　
午前11時54分～58分
●わくわくライフ旭川
ケーブルテレビポテト 11ch
毎週土曜日　午後１時～１時
30分のうち、15分間
　ラジオ
●市からのお知らせ
ＦＭりべーる FM83.7MHz
毎月第１～３木曜日　
午後４時から約５分間
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